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研究成果の概要（和文）：本研究は、小腸細胞傷害においてH2ブロッカーによる傷害緩和の効果を検討するもの
であった。放射線全身照射による小腸粘膜傷害モデルマウスにH2ブロッカーを投与すると、ムチンをはじめとす
る生体防御機構の改善と小腸組織内への赤血球浸潤を抑制することが明らかとなった。これより、ヒスタミン経
路は、ムチン産生を亢進させることで消化管バリア機能を上昇させ、局所的な組織損傷を抑制することが示唆さ
れた。加えて、この結果は、H2ブロッカーには胃だけでなく小腸においても傷害治癒効果があることを証明した
と言える。

研究成果の概要（英文）：This study was to examine the effect of H2 blocker on the damage of small 
intestinal cell damage. It was clarified that administration of H2 blocker to mouse model of small 
intestinal mucosa injury by whole body irradiation improved the body defense mechanism including 
mucin and suppressed infiltration of erythrocytes into small intestine tissue. These results suggest
 that the histamine pathway enhances gastrointestinal barrier function by enhancing mucin production
 and suppresses local tissue damage. In addition, this result can be said to prove that the H2 
blocker has a wound healing effect not only in the stomach but also in the small intestine.

研究分野： 消化器内科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の目指すところは、下部消化管傷害に対するH2拮抗薬の実用化である。通常の新薬開発では、使用許可が
下りるまでの開発期間が十年以上を要する場合も少なくない。一方、既存薬は既に安全性が確認されており、目
的の作用を追加確認すれば、他の疾患治療薬としての実用化（ドラッグリポジショニング）が可能であり、開発
コストの削減にもつながる。そもそもH2ブロッカーは胃薬としての既存薬であるが、本研究により新たな薬効が
明らかとなり、その体内動態が解明されれば、安全で早急な治療薬の提供が実現できると期待する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 ヒスタミン H2 受容体の学術論文としては圧倒的に胃酸分泌に関するもので占められ、小腸な
どの下部消化管での役割を示した報告は無いに等しい。もちろん胃での発現が最も強いことか
ら作用ポテンシャルが高いことは言うまでもないが、消化管全層で発現が確認されている点や
（Sander LE et al. Gut. 2006）、腸管粘膜免疫の観点からも、小腸のヒスタミン H2 受容体に着
目する意義は高いと考えた。 
 
２．研究の目的 
 ヒスタミンは、マスト細胞から分泌され、花粉症などのアレルギー反応や血管拡張作用を持つ
一方で、胃に対しては胃酸分泌作用を示すことから、ヒスタミンH2受容体シグナルは、胃酸分
泌がその主な作用として知られていた。我々研究グループは最近、H2遮断薬が小腸組織傷害を
緩和することを見出したことから、「小腸」におけるヒスタミンH2受容体の役割を解明するこ
とを本課題の目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 消化管粘膜傷害モデル動物の作製 
 8 週齢 BALB/c マウス（日本クレア）を対象とし、放射線照射装置は小動物用エックス線照射
装置（日立メディコ MBR-1505R）を用
いて、図１のようなスケジュールのもと
に実験を行った。当初は照射線量を3Gy
に設定して実験を行ったが、傷害回復期
の上皮バリア機能をより詳細に捉える
為、より高線量の 5Gy および 7Gy を追
加して検討を行った。 
(2) 薬剤投与 
 放射線照射後、１日１回、ラフチジン
（30 mg/kg/day）を経口投与した（図１）。 
 放射線照射群（3Gy 群, 5Gy 群, 7Gy 群）お
よび照射後に H2 ブロッカー（ラフチジン）を投与した群（3Gy+L 群, 5Gy+L 群, 7Gy+L 群）
を対照群（C 群）と比較した。薬剤は 0.5% CMC (Sodium carboxymethylcellulose)に溶解し、
経口ゾンデを用いて投与した。各群において放射線照射後一定期間経過後に犠牲死させた。実験
期間中の体重をそれぞれ測定した。摘出した小腸は、肉眼所見を観察したのち、上部（空腸）と
下部（回腸）、（一部大腸も採取）に分け、液体窒素により凍結して実験に使用するまで−80℃で
保存、または、4%PFA/PBS により固定後、パラフィン包埋組織切片を作成した。 
(3) 評価法 
 放射線照射およびラフチジン投与後の体重変動、血球算定および組織内赤血球浸潤、組織重量
および総ムチン量の測定を行った。 
 
４．研究成果 
1. 体重変化 
 図２は、各実験群における体重変化を比較したもので
ある。コントロール群（C 群）の体重変動率は、実験開
始 4 日目には約 3％程度増加したが、放射線照射群（3Gy
群）はほぼ横ばいであった。ラフチジン投与群(3Gy+L
群)は、3Gy 群と比べて１％程度増加した。これは、前年
度に施行した実験と同様の結果となった。また、放射線
照射群（5Gy 群）および放射線照射群（7Gy 群）は、C
群と比べて、それぞれ 94％および 89%となり、線量依
存的に体重減少が見られた。一方、ラフチジン投与によ
り、双方の線量群(5Gy+L 群および 7Gy+L 群)においてそれぞれ放 射線照射
群の 3%および 5%の体重増加が認められ、放射線照射による体重減少が緩和された。これより、
体重を指標としたラフチジンの傷害緩和効果が、5Gy、7Gy といった中等度の放射線照射におい
ても観察された。 
 
2. 放射線照射における血球系細胞に対するラフチジンの効果 
 造血幹細胞は放射線に非常に感受性が高く、全身に放射線を浴びた場合造血器官からの血球
の供給が無くなり白血球や血小板が減少する。リンパ球は放射線の影響を最も鋭敏に受け、1～
2Gy で 48 時間以内に正常値の約 50％までに減少する。減少の速度とその程度は線量に依存す
る。各血球数の最低値を指標にした線量効果関係は、血小板が最も放射線に感受性があり、そ
の次がリンパ球である。そこで、本研究においても、放射線照射とラフチジン投与による血球
系細胞への影響を調べることとした。 

図１消化管粘膜傷害モデルとラフチジン
の投与スケジュール 

図２体重変化 



 放射線照射後の血中の白血球(WBC)数を
計測したところ、7Gy 放射線照射後２日目
には 20%程度まで減少した。しかしなが
ら、ラフチジン投与群(7Gy+L 群)において
も同様に減少が見られ、４日目においても
放射線投与群との有意な差は見られなかっ
た（図３A）。また、血中の赤血球(RBC)
数においては、放射線照射により緩やかな
減少を認めたが、大きな変化は認められな
かった。これは、赤血球は寿命が比較的長
いこと、さらに、放射線照射後の赤血球数
減少は貧血等による出血が大量にある場合
に生じるため、数日という短期間において
は計測値に反映されなかったと考えられ
る。ラフチジン投与による影響は白血球同
様有意な差は認められなかった。これよ
り、7Gy の高線量放射線照射に対する全身
性所見においては、赤血球数および白血球
数において、ラフチジン投与の影響はない
ものと考えられる。 
 そこで、局所的な血球変化に対してラフ
チジンが影響するかを検討するため、小腸
組織における血球を観察した。小腸組織に
H&E 染色を施したところ、7Gy 群の粘膜

固有層内において、赤血球浸潤が見られ、
放射線照射により内出血が認められた（図
３B 上段）。一方、ラフチジン投与群

(7Gy+L 群)では、その出血傾向が抑えられる傾向にあることが分かった（図３B 上段）。一絨
毛あたりの赤血球数をカウントし数値化したものが図３B 下段の図であるが、5Gy 群および
7Gy 群において共に放射線照射による有意な赤血球浸潤増加が見られ、ラフチジン投与による
有意な赤血球浸潤低下が観察された。 
 
3. 放射線照射における消化管組織重量に対するラフチジンの影響 
 10Gy 以上の高線量被ばくでは、クリプト幹
細胞の分裂停止により数時間で細胞増殖が停
止する。絨毛の機能細胞は毎日失われるのみ
で補給が絶たれ、粘膜の萎縮、潰瘍発生、線
維化が生じ、絨毛の短小化から粘膜細胞は減
少の一途をたどりやがて消滅する。一方、中
等度の被ばく（5－8Gy）では、絨毛の短小化
が起こるが、数日でクリプト幹細胞が急激に
回復し、消失した細胞が供給されて絨毛はも
とに戻る。 
 そこで、消化管全長の総重量を指標として、
粘膜構造維持に対してラフチジンが影響する
かを検討した。放射線照射後４日目の小腸の
乾燥重量を比較したところ、C 群に比べ、3Gy
放射線照射群において増加傾向にあることが
分かった（図４上段）。これは、治癒回復期
である照射後４日目において、細胞増殖促進
および分泌物増加が組織総重量増加に反映し
たと考えられる。さらに、ラフチジン投与群
(3Gy+L 群)において、3Gy 群よりもさらに有
意に増加した。これより、ラフチジンが回復
期の組織修復を増強したと考えることができ
る。5Gy 群、7Gy 群においても同様の結果が
得られ、中等度放射線においても十分な効果
があることが示された（図４上段）。 
 一方、大腸においては、小腸のような変動は見られな かった
（図４下段）。これは、大腸は食道と並んで分化した機 能細胞
が多いため胃や小腸と比べて高線量の放射線であっても耐性を示すからであると説明できる。 

 
 

図３血清中の血球数算定（A）と小腸絨毛へ
の赤血球浸潤（B） 

図４消化管組織乾燥重量 



4. 放射線照射におけるムチンに対するラフチジンの影響 
 消化管内には、摂取した食物や腸内細菌が雑多に
存在するため、消化管の表面は粘液で保護されてい
る。この粘液の主成分はムチンと呼ばれる物質であ
る。ムチンは非常に多くの糖が結合したタンパク質
（糖タンパク質）であり、これが不足すると、種々
の腸疾患の発症につながる。つまり、ムチンの役割
は物理的損傷や細菌感染などから消化管を保護す
ることであり、その質や量の低下は潰瘍性大腸炎や
癌を誘発するなど、ムチンは消化管機能に対して重
要な物質である。 
 上記の組織重量の検討により、放射線粘膜傷害か
らの回復期において、ラフチジン投与による組織修
復増強が想定された。この組織修復作用がムチンに
よるものであるかを検討するため、消化管粘膜にお
けるムチン量を比較検討した。 
 消化管のホモジェネートからムチン画分を分離
し、フェノール硫酸法により総ムチン量を測定した。
放射線照射後４日目の小腸の総ムチン量を比較し
たところ、C 群に比べ、5Gy 放射線照射群において
増加傾向にあることが分かった（図５上段）。7Gy

放 射 線照射群でも同様に有意に増加した（図５上段）。さらに、
ラフチジン投与群(3Gy+L 群, 5Gy+L 群, 7Gy+L 群)において、放射線照射群よりも更なる増加を
示した（図５上段）。これより、ラフチジンによる回復期の組織修復はムチン量の増加が関与す
る可能性が示唆された。大腸においては、組織重量の結果と同様、大きな変動は見られなかった
（図５下段）。 

 
 

図５消化管の総ムチン量 
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